
は
じ
め
に

近
年
の
現
代
中
国
語
圏
文
学
研
究
で
は
、
中
国
以
外
で
創
作
さ
れ
た
文
学
作
品
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

従
来
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
中
華
民
国
期
文
学
や
戦
後
の
新
中
国
建
国
後
の
文
学
、
あ
る
い
は
現
代
中
国
や
台
湾
で
の
文
学

作
品
な
ど
が
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
っ
た
が
、
中
国
語
に
よ
る
文
学
創
作
の
広
が
り
は
中
国
や
台
湾
だ
け
に
限
ら
な
い
。
中
国
と
い
う

地
理
的
な
枠
内
で
留
め
る
の
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
や
北
米
を
含
め
世
界
に
広
が
る
中
国
語
文
学
を
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン（Sinophone

）

と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
今
世
紀
初
め
に
ア
メ
リ
カ
で
提
唱
さ
れ
て

以
来
、
こ
の
二
十
年
間
で
は
「
華
語
語
系
文
学
」（
史
書
美
）、「
華
夷
風
」（
王
徳
威
）、「
華
声
漢
音
」（
張
錦
忠
）
な
ど
と
中
国
語

訳
さ
れ
て
き
た
。
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
と
は
言
語
学
上
の
分
類
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
普
通
話
や
国
語
な
ど
と
呼
ば
れ
規
範
と
さ
れ
て

き
た
標
準
漢
語
を
中
心
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
中
国
語
圏
各
地
で
響
き
渡
る
声
を
網
羅
す
る
、
よ
り
多
元
的
で
幅
の
広
い
コ
ン
テ

ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
指
す（

１
）。

そ
れ
は
今
ま
で
注
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
や
地
域
の
中
国
語
話
者
の
生
き
方
を
、
文
学
作
品
と
い
う

テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

世
界
各
地
に
広
が
る
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
の
な
か
で
も
、
近
年
と
み
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
語
文
学

―
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
（
馬
華
文
学
と
も
表
記
す
る
）
で
あ
る
。
張
錦
忠
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
と
は
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
マ
ラ
ヤ
独
立
（
一
九
五
七
）
以
降
に
創
作
さ
れ
た
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
よ
る
中
国
語
文
学
を
指
す（

２
）。

も

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に明
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ち
ろ
ん
独
立
前
の
マ
ラ
ヤ
に
中
国
語
で
創
作
さ
れ
た
文
学
作
品
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
華
字
紙

（
中
国
語
新
聞
）
は
十
九
世
紀
に
は
見
ら
れ
文
学
が
生
産
／
再
生
産
さ
れ
る
社
会
的
資
本
は
揃
っ
て
い
た
し
、
中
国
か
ら
南
洋
に
渡

っ
た
中
国
人
文
学
者
も
い
れ
ば
、
南
洋
か
ら
中
国
へ
渡
り
再
度
故
郷
へ
と
戻
っ
た
華
僑
文
学
者
も
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
字
紙

で
も
胡
適
「
文
学
改
良
芻
議
」
や
陳
独
秀
「
文
学
革
命
論
」
な
ど
が
転
載
さ
れ
、
五
四
文
学
革
命
の
影
響
か
ら
当
地
の
知
識
人
が
白

話
文
学
を
提
唱
し
た
よ
う
に
、
マ
ラ
ヤ
の
中
国
語
文
学
は
不
毛
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
張
錦
忠
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
中
国
語
文

学
は
言
わ
ば
中
国
文
学
の
域
外
現
象
で
あ
り
、
祖
国
で
あ
る
中
国
へ
の
属
性
（Chineseness

）
と
故
郷
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の

属
性
（M

alayness
）
の
双
方
が
創
作
に
よ
っ
て
強
く
表
現
さ
れ
て
い
く
の
は
、
独
立
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
マ
レ

ー
シ
ア
華
文
文
学
が
展
開
す
る
の
が
、
国
外
の
台
湾
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

の
華
僑
・
華
人
た
ち
が
『
蕉
風
』
な
ど
文
芸
誌
を
刊
行
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
の
幹
は
太
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年

代
に
至
る
と
教
育
の
機
会
を
求
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
台
湾
へ
と
渡
っ
た
留
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
文
学
活
動
の
場
は
台
北
へ
と
移
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
は
大
き
く
前
進
し
た
の
で
あ
っ
た（

３
）。

そ
う
し
た
台
湾
を
含
め
た
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
の
文
学
史
的
展
開
に
つ
い
て
、
陳
大
為
は
地
域
的
な
区
分
か
ら
三
つ
に
分
け
て

い
る（

４
）。

マ
レ
ー
半
島
（
西
マ
レ
ー
シ
ア
）
の
「
西
馬
文
壇
」、
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
に
位
置
す
る
島
嶼
マ
レ
ー
シ
ア
（
東
マ
レ
ー
シ
ア
）

の
「
東
馬
文
学
」、
台
湾
で
活
動
す
る
在
台
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
よ
る
「
旅
台
文
学
」
で
あ
る
。
西
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
陳
大
為
に
よ

れ
ば
、
人
口
と
経
済
的
資
本
が
集
中
す
る
マ
レ
ー
半
島
で
の
文
学
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南
シ
ナ
海
を
挟
ん
だ
東
マ
レ

ー
シ
ア
で
の
文
学
活
動
は
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
西
マ
レ
ー
シ
ア
（
西
馬
）
で
の
文
学
活
動
が
「
文
壇
」
と
し
て

形
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
個
々
の
作
家
に
よ
る
独
立
し
た
創
作
が
目
立
つ
東
マ
レ
ー
シ
ア
（
東
馬
）
で
は
「
文
学
」
に
と
ど

ま
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
無
視
で
き
な
い
の
が
、
台
湾
文
学
界
の
一
端
を
担
う
在
台
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
よ
っ
て
創
作

さ
れ
る
文
学
作
品
で
あ
っ
た
。
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台
湾
に
お
け
る
旅
台
文
学
の
歴
史
も
す
で
に
半
世
紀
を
越
え
て
い
る
。
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
に
お
け
る
現
代
詩
の
詩
作
に
始
ま

り
（
た
と
え
ば
、
陳
慧
樺
、
王
潤
華
、
淡
瑩
、
林
緑
、
温
瑞
安
、
方
娥
真
な
ど
）、
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
八
〇
年
代
を
通
し
て
小

説
創
作
で
の
活
躍
が
目
立
っ
た
時
期
を
経
て
（
た
と
え
ば
、
商
晩
筠
、
李
永
平
、
潘
雨
桐
、
張
貴
興
な
ど
）、
一
九
九
〇
年
代
以
降

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
は
現
代
詩
や
小
説
、
散
文
な
ど
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
彩
な
創
作
活
動
を
繰
り
広
げ
る
書
き

手
が
多
い
（
た
と
え
ば
、
林
幸
謙
、
黄
錦
樹
、
鍾
怡
雯
、
陳
大
為
、
辛
金
順
、
欧
陽
林
、
張
草
な
ど
）。
当
初
か
ら
関
係
し
て
い
た

西
馬
文
壇
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
台
湾
に
お
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
の
創
作
は
よ
り
多
元
的
で
、
か
つ
多
層
的
な
豊
か
さ
を
示

し
て
い
る
。

本
稿
で
論
じ
る
張
貴
興
（
一
九
五
六

－

）
も
そ
う
し
た
旅
台
文
学
の
代
表
的
作
家
で
あ
る（

５
）。

東
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
ラ
ワ
ク
出
身
で

大
学
進
学
以
来
台
湾
に
在
住
す
る
張
貴
興
は
、
故
郷
で
あ
る
ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨
林
を
描
き
出
し
独
創
的
な
小
説
空
間
を
作
り
あ
げ

て
い
る
。
張
貴
興
の
長
編
小
説
に
は
代
表
的
な
作
品
に
『
賽
蓮
之
歌
』（
一
九
九
二
、
後
に
沈
可
尚
監
督
に
よ
り
映
画
化
も
企
画
さ

れ
た
）、『
群
象
』（
一
九
九
八
、『
中
国
時
報
』
開
巻
好
書
奨
）、『
猴
杯
』（
二
〇
〇
〇
、『
中
国
時
報
』
開
巻
好
書
奨
）、『
野
猪
渡

河
』（
二
〇
一
八
、
金
鼎
奨
、
台
湾
文
学
金
典
奨
、
聯
合
報
文
学
大
奨
、
紅
楼
夢
奨
ほ
か
）
な
ど
が
あ
り
、
出
版
元
の
台
湾
を
始
め

中
国
語
圏
各
地
で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
張
貴
興
作
品
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
の
創
作
動
態
を
知
る
こ
と

に
も
な
り
、
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
に
お
け
る
中
国
語
創
作
の
多
様
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
も
繫
が
る
。
そ
う
し
た
張
貴
興
作
品
で

も
二
〇
二
二
年
末
現
在
で
の
最
新
作
で
あ
る
『
野
猪
渡
河
』
は
、
長
編
小
説
と
し
て
は
前
作
『
猴
杯
』
か
ら
十
八
年
越
し
に
発
表
さ

れ
た
作
品
で
あ
り
、
物
語
中
で
は
張
貴
興
独
特
の
作
風
で
あ
る
熱
帯
雨
林
の
空
間
を
舞
台
に
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日

本
軍
の
ボ
ル
ネ
オ
侵
攻
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
重
ね
て
い
く
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
張
貴
興
の
『
野
猪
渡
河
』
を
取
り
上
げ
て
、
密
林

描
写
や
戦
争
描
写
の
な
か
で
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
描
き
出
さ
れ
る
物
語
で
は
何
を
呈
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
考
察

し
た
い（

６
）。

三

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



第
一
章
　
物
語
で
描
か
れ
る
サ
ラ
ワ
ク

張
貴
興
が
生
ま
れ
育
っ
た
サ
ラ
ワ
ク
は
、
島
嶼
と
し
て
は
世
界
有
数
の
面
積
を
誇
る
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
に
位
置
す
る
。
全
土
の
約

七
割
が
森
林
面
積
で
あ
り
、
開
発
が
早
く
か
ら
進
ん
だ
対
岸
の
西
マ
レ
ー
シ
ア
と
比
べ
て
国
内
で
は
辺
境
の
地
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
サ
ラ
ワ
ク
の
民
族
構
成
（
ボ
ル
ネ
オ
先
住
民
で
あ
る
ダ
ヤ
ク
諸
族
［
以
下
、
ダ
ヤ
ク
人
］、
中
国
系
、
マ
レ
ー
系

な
ど（

７
））

は
西
マ
レ
ー
シ
ア
の
三
大
民
族
（
マ
レ
ー
系
、
中
国
系
、
イ
ン
ド
系
）
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
、
中
国
系
で
は
客
家
人

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
西
マ
レ
ー
シ
ア
と
比
べ
て
も
大
き
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る（

８
）。

サ
ラ
ワ
ク
へ
の
華
人（

９
）の

移
民
は
西
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
状
況
と
比
べ
る
と
遅
く
、
近
代
は
十
九
世
紀
に
至
り
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
移
民
の
流
れ
は
三
段
階
に
分
か
れ
る
。
元
来
ボ
ル
ネ

オ
で
は
金
鉱
業
が
盛
ん
で
十
八
世
紀
後
半
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
領
西
ボ
ル
ネ
オ
に
広
東
出
身
の
客
家
人
金
鉱
労
働
者
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、

一
八
五
〇
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
抗
争
に
敗
れ
サ
ラ
ワ
ク
へ
移
動
し
た
。
や
が
て
十
九
世
紀
後
半
に
は
サ
ラ
ワ
ク
を
支
配
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
の
ブ
ル
ッ
ク
一
族
が
ボ
ル
ネ
オ
島
外
か
ら
も
金
鉱
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
た
め
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
潮
州
人
（
広
東

省
東
部
出
身
者
）
や
閩
南
人
（
福
建
省
南
部
出
身
者
）、
広
府
人
（
広
東
省
西
部
出
身
者
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
華
人
の
方
言
集
団
が

流
入
し
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
福
建
省
福
州
で
農
業
移
民
を
募
っ
た
こ
と
で
、
中
国

本
土
か
ら
も
移
民
が
多
く
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。

張
貴
興
の
創
作
で
は
華
人
に
よ
る
移
民
の
歴
史
や
人
々
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
で
も
代
表
作
『
賽
蓮
之
歌
』、

『
群
象
』、『
猴
杯
』
を
始
め
と
し
て
、
南
洋
を
舞
台
に
作
者
自
身
の
幼
年
期
の
体
験
を
題
材
に
取
り
な
が
ら
も
、
サ
ラ
ワ
ク
華
人
が

経
験
し
た
移
民
の
歴
史
的
展
開
を
大
き
く
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。

他
方
、
張
貴
興
は
一
九
七
六
年
に
大
学
進
学
の
た
め
サ
ラ
ワ
ク
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
た
が
、
こ
う
し
た
作
者
自
身
の
成
長
経
験
に
沿

う
か
の
よ
う
に
サ
ラ
ワ
ク
と
国
外
を
行
き
来
す
る
人
の
流
れ
を
描
き
出
す
作
品
も
少
な
く
な
か
っ
た
。『
猴
杯
』
や
『
我
思
念
的
長
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眠
中
的
南
国
公
主
』（
二
〇
〇
一
）
で
は
、
サ
ラ
ワ
ク
か
ら
渡
台
し
な
が
ら
も
台
北
か
ら
故
郷
へ
と
戻
っ
て
い
く
男
の
姿
が
描
か
れ

て
い
く
。
そ
う
し
た
主
人
公
の
姿
に
は
、
作
者
自
身
の
移
住
経
験
や
心
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
張
貴
興
が
華
人
の
移
民
史
を
現
代

に
ま
で
拡
張
し
物
語
で
縦
横
無
尽
に
郷
里
の
様
子
を
描
出
す
る
際
、
熱
帯
の
密
林
で
生
き
る
華
人
を
中
心
に
ボ
ル
ネ
オ
先
住
民
の
ダ

ヤ
ク
人
、
野
獣
、
野
生
植
物
、
圧
倒
的
な
自
然
な
ど
と
の
関
わ
り
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
自
身
に
と
っ
て
特
色
豊
か
な
創
作
ス
タ
イ

ル
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
東
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
華
人
作
家
に
は
張
貴
興
以
外
に
も
、
同
じ
く
サ
ラ
ワ
ク
か
ら
渡
台
し
た
李
永
平
（
一
九
四
七

－

二
〇
一
七
）
の
ほ
か
、
サ
ラ
ワ
ク
の
州
都
ク
チ
ン
を
拠
点
に
文
芸
活
動
を
続
け
て
い
る
田
思
（
一
九
四
八

－

）
や
梁
放
（
一
九
五
三

－

）

な
ど
の
創
作
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
作
家
と
比
較
し
て
張
貴
興
の
作
品
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
点
を
考
え
る
に
は
、
サ
ラ
ワ
ク
で
華
文
文
学
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
視
線
を
向
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
先
に

も
述
べ
た
が
、
サ
ラ
ワ
ク
を
含
む
東
マ
レ
ー
シ
ア
は
地
理
的
に
も
民
族
的
に
も
西
マ
レ
ー
シ
ア
と
は
異
な
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
環
境
は
文
学
創
作
に
も
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
陳
大
為
に
よ
れ
ば
、
長
い
あ
い
だ
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
華
文
文

学
は
マ
レ
ー
半
島
の
文
学
活
動
と
は
距
離
を
置
い
て
き
た
と
い
う

（
（1
（

。
サ
ラ
ワ
ク
初
の
華
字
紙
は
一
九
二
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
新
民

日
報
』
で
あ
り
、
そ
の
後
は
日
中
戦
争
開
戦
前
後
に
な
っ
て
『
越
風
周
報
』（
一
九
三
六
）、『
古
晋
新
聞
日
報
』（
一
九
三
七
、
古
晋

は
ク
チ
ン
の
漢
語
名
）、『
砂
拉
越
日
報
』（
一
九
三
七
、
砂
拉
越
は
サ
ラ
ワ
ク
の
漢
語
名
）、『
詩
巫
新
聞
日
刊
』（
一
九
三
九
、
詩
巫

は
シ
ブ
の
漢
語
名
）、『
華
僑
日
報
』（
一
九
四
〇
）
な
ど
が
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
前
世
紀
前
半
で
は
サ
ラ
ワ
ク
華
人

が
自
ら
の
創
作
を
発
表
し
伝
達
で
き
る
地
元
の
媒
体
は
限
定
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
対
岸
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
八
八
一
年
に
は
最

初
の
華
字
紙
が
創
刊
さ
れ
、
中
国
か
ら
の
南
来
文
人
や
南
遊
作
家
と
の
関
係
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
末
に
は
「
士
階
層
」
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
サ
ラ
ワ
ク
で
文
学
者
が
出
現
す
る
の
は
周
作
人
や
郁
達
夫
と
も
交
流
の
あ
っ
た
鄭
子
瑜
（
一
九
一
六

－
二
〇
〇
八
）
な
ど
が
一
九
三
〇
年
代
末
に
ボ
ル
ネ
オ
へ
渡
来
し
一
時
的
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
サ
ラ

五

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



ワ
ク
華
人
に
よ
る
華
文
文
学
の
系
譜
は
西
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
文
学
活
動
の
枠
外
に
置
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
一
九
六
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
独
立
、
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
へ
の
編
入
後
に
は
、
サ
ラ
ワ
ク

で
生
ま
れ
育
っ
た
戦
後
世
代
が
中
心
と
な
り
、
熱
帯
雨
林
や
先
住
民
な
ど
当
地
特
有
の
生
態
環
境
に
題
材
を
求
め
た
創
作
を
進
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
の
こ
の
時
期
は
サ
ラ
ワ
ク
に
限
ら
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
作
家
の
多
く
が
個
人
や
国
家
、
土
地
へ
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
に
求
め
始
め
た
頃
で
も
あ
っ
た

（
（1
（

。
サ
ラ
ワ
ク
出
身
の
作
家
に
よ
る
創
作
に
注
目
し
て
も
、
李
永

平
が
渡
台
前
に
発
表
し
た
短
編
小
説
「
婆
羅
洲
之
子
」（
一
九
六
六
）、
梁
放
の
散
文
「
長
屋
」（
一
九
七
四
）
や
短
編
小
説
「
深
深

〈
批
霊
﹀
夜
」（
一
九
八
五
）、
田
思
の
散
文
「
長
屋
裡
的
魔
術
師
」（
一
九
八
一
）
な
ど
か
ら
は
、
そ
う
し
た
サ
ラ
ワ
ク
華
文
文
学
の

発
展
的
展
開
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
長
屋
）
と
呼
ば
れ
る
長
い
廊
下
を
通
し
た
ダ
ヤ
ク
人
の
高

床
式
住
居
が
舞
台
と
な
り
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
よ
る
巫
術
の
様
子
も
描
き
出
さ
れ
る
。
奥
深
い
密
林
の
自
然
描
写
や
生
活
環
境
と
と
も

に
先
住
民
に
よ
る
宗
教
的
慣
行
が
象
徴
的
に
不
自
然
な
く
題
材
に
用
い
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
彼
ら
の
創
作
で
は
、
熱
帯
雨
林
を
舞

台
に
そ
こ
に
移
住
し
た
華
人
と
ダ
ヤ
ク
人
の
融
和
が
強
く
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た

（
（1
（

。
サ
ラ
ワ
ク
の
華
人
移
民
は
当
初

単
身
で
渡
来
し
た
者
が
多
く
、
金
鉱
山
の
枯
渇
後
は
内
陸
部
に
移
り
農
業
や
ゴ
ム
園
で
の
労
働
で
生
計
を
立
て
、
そ
う
し
た
な
か
で

華
人
は
ダ
ヤ
ク
人
女
性
と
世
帯
を
持
ち
な
が
ら
、
時
を
重
ね
る
ご
と
に
通
婚
が
進
ん
で
い
っ
た
か
ら
で
も
あ
る

（
（1
（

。
サ
ラ
ワ
ク
の
華
人

作
家
が
自
身
の
周
辺
に
題
材
を
探
る
時
、
先
住
民
と
の
融
合
や
包
摂
か
ら
新
た
な
文
化
形
式
が
生
み
出
さ
れ
る
様
子
を
物
語
と
し
て

紡
ぎ
出
す
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
彼
ら
の
創
作
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
。

た
だ
、
張
貴
興
の
作
品
で
は
、
そ
れ
以
上
に
華
人
と
ダ
ヤ
ク
人
の
あ
い
だ
で
歴
然
と
残
る
軋
轢
や
衝
突
、
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な

い
苦
境
の
方
が
強
く
描
き
出
さ
れ
る
。『
猴
杯
』
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
物
語
の
な
か
で
も
そ
れ
が
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
作
中
で
の
主
人
公
は
余
鵬
雉
と
い
う
華
人
青
年
で
あ
る
。
定
住
先
の
台
北
で
高
校
の
英
語
教
師
を
し
て
い
た
余
鵬
雉
だ
が
、
少

女
と
の
性
的
醜
聞
の
た
め
台
湾
か
ら
サ
ラ
ワ
ク
の
故
郷
へ
戻
る
と
、
妹
の
余
麗
妹
が
祖
父
と
の
あ
い
だ
で
奇
形
児
を
産
み
落
と
し
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密
林
へ
と
行
方
を
く
ら
ま
し
た
事
実
を
知
る
。
余
鵬
雉
は
ダ
ヤ
ク
人
の
手
を
借
り
な
が
ら
妹
を
探
し
出
す
た
め
に
密
林
の
奥
深
く
へ

と
入
っ
て
い
く
が
、
そ
の
過
程
で
ダ
ヤ
ク
人
と
の
衝
突
が
起
こ
り
、
相
互
の
殺
し
合
い
か
ら
余
家
一
族
は
滅
亡
の
一
途
を
た
ど
る
。

『
猴
杯
』
で
は
乱
倫
、
失
踪
、
捜
索
を
軸
に
物
語
が
大
き
く
展
開
し
、
華
人
と
ダ
ヤ
ク
人
の
あ
い
だ
で
沸
き
起
こ
る
愛
憎
が
絡
ま
り

合
い
な
が
ら
も
決
し
て
相
互
に
融
和
す
る
こ
と
の
な
い
異
質
な
空
間
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た
一
九
七
〇
年
代
よ
り
台
湾
を

創
作
の
拠
点
と
し
て
き
た
張
貴
興
の
作
風
に
対
し
て
、
先
に
挙
げ
た
田
思
な
ど
サ
ラ
ワ
ク
在
住
の
作
家
た
ち
は
、
そ
れ
が
サ
ラ
ワ
ク

の
現
実
に
そ
ぐ
わ
ず
荒
唐
無
稽
で
、
外
国
作
家
が
ボ
ル
ネ
オ
の
未
開
の
野
蛮
さ
を
想
像
だ
け
で
描
き
出
す
異
国
情
緒
な
物
語
の
よ
う

だ
と
強
く
批
判
し
た

（
（1
（

。

で
は
、
張
貴
興
は
な
に
ゆ
え
に
「
異
国
情
緒
」
と
非
難
さ
れ
る
ま
で
の
物
語
展
開
や
叙
述
方
法
を
使
い
、
サ
ラ
ワ
ク
の
密
林
を
描

き
出
す
こ
と
に
固
執
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
田
思
が
批
評
す
る
よ
う
に
、
四
十
数
年
の
あ
い
だ
故
郷
で
あ
る
サ
ラ
ワ
ク
を
離

れ
た
結
果
、
ボ
ル
ネ
オ
島
外
か
ら
他
者
の
視
線
で
幻
想
的
で
実
存
し
な
い
郷
里
の
姿
を
想
像
す
る
し
か
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
。
そ

れ
を
考
え
る
手
掛
か
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
次
節
以
降
で
は
二
〇
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
版
本
の
『
野
猪
渡
河
』
を
例
に
あ
げ
、
張

貴
興
が
い
か
に
し
て
国
家
や
国
籍
、
民
族
な
ど
を
血
腥
く
衝
突
さ
せ
、
多
元
な
文
化
が
平
和
共
存
す
る
仮
象
性
を
鋭
く
突
き
、
異
文

化
が
相
対
し
な
が
ら
も
決
し
て
混
じ
り
合
う
こ
と
の
な
い
異
質
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

第
二
章
　
解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
華
人
の
移
民
史

張
貴
興
の
長
編
小
説
『
野
猪
渡
河
』
は
ボ
ル
ネ
オ
島
北
西
部
に
位
置
す
る
架
空
の
村
落
で
あ
る
猪
芭
村

（
（1
（

を
舞
台
に
、
一
九
四
一
年

末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
日
本
軍
が
ボ
ル
ネ
オ
を
侵
攻
し
た
三
年
八
カ
月
を
主
な
時
間
軸
と
す
る
。
猪
芭
村
は
客
家
人

を
中
心
と
す
る
華
人
の
村
で
、
主
人
公
で
あ
る
関
亜
鳳
の
周
囲
に
は
、
恵
晴
や
何
芸
、
エ
ミ
リ
ー
［
原
文
、
愛
蜜
莉
］
を
始
め
と
す

七

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



る
女
性
た
ち
の
ほ
か
、
野
猪
（
イ
ノ
シ
シ
）
狩
り
を
指
揮
す
る
朱
大
帝
、
そ
の
仲
間
で
阿
片
狂
い
の
鍾
老
怪
や
鱉
王
秦
、
亜
鳳
の
父

親
で
あ
る
紅
臉
関
、
鰐
狩
り
の
名
手
で
あ
る
小
金
、
農
家
の
黄
万
福
、
雑
貨
店
商
人
の
沈
痩
子
や
軽
食
屋
の
牛
油
媽
、
大
工
の
高
梨
、

教
会
の
鄒
神
父
、
そ
し
て
曹
大
志
や
高
脚
強
な
ど
子
供
た
ち
も
登
場
し
、
物
語
に
は
非
常
に
多
く
の
人
間
や
野
獣
が
複
雑
に
入
り
込

み
猪
芭
村
と
い
う
ひ
と
つ
の
虚
構
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
や
が
て
日
本
の
侵
略
が
進
む
と
、
猪
芭
村
で
は
村
人
と
日
本
兵
が
相

互
に
殺
し
合
い
、
村
で
は
首
無
し
死
体
が
至
る
所
で
見
つ
か
る
。
憲
兵
隊
に
よ
る
虐
殺
が
あ
り
、
村
民
た
ち
は
抗
日
運
動
で
決
死
に

抵
抗
し
て
い
く
。
密
林
の
な
か
で
狩
り
を
す
る
人
間
と
イ
ノ
シ
シ
の
駆
け
引
き
に
始
ま
り
、
日
本
兵
に
対
す
る
ゲ
リ
ラ
部
隊
の
突
撃

か
ら
壊
滅
ま
で
、
異
な
る
属
性
が
異
質
な
も
の
同
士
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
読
み
手
に
息
を
継
が
せ
な
い
ほ
ど
勢
い
の
あ
る
物
語
が
続

い
て
い
く
。
読
書
人
の
蕭
先
生
は
少
年
少
女
を
相
手
に
「
封
神
演
義
」
や
「
西
遊
記
」
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
、
子
供
た
ち
は
天
狗
や

河
童
、
九
尾
狐
の
妖
怪
仮
面
で
「
か
ご
め
か
ご
め
」
を
歌
い
戯
れ
、
オ
ラ
ン
・
ミ
ニ
ャ
ッ
（
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
間
伝
承
に
お
け
る
黒

魔
術
［
原
文
、
油
鬼
子
］）
や
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
（
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
女
幽
霊
［
原
文
、
龐
蒂
雅
娜
］）、
ダ
ヤ
ク

人
に
よ
る
首
狩
り
の
習
俗
、
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
村
正
刀
を
め
ぐ
る
妖
刀
な
ど
各
地
の
伝
承
を
題
材
に
取
り
、
中
国
・
日
本
・
南
洋

の
神
話
や
伝
説
な
ど
作
中
で
は
多
様
な
文
化
が
出
現
し
衝
突
し
て
い
く
。

張
貴
興
作
品
の
特
色
と
し
て
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
人
間
と
野
獣
の
関
係
の
ほ
か
原
始
的
な
密
林
描
写
で
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
で
も
際
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
エ
ミ
リ
ー
が
ダ
ヤ
ク
人
の
少
女
ウ
ヤ
マ
［
原
文
、
烏
亜
瑪
］
を
連
れ

て
密
林
の
奥
深
く
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
、
泥
の
怪
物
が
宿
る
と
伝
え
聞
く
沼
地
を
探
し
た
時
に
ウ
ヤ
マ
が
両
足
を
取
ら
れ
て
沈
ん
で

い
く
場
面
で
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

「
エ
ミ
リ
ー
！

―
エ
ミ
リ
ー
！

―
エ
ミ
リ
ー
！

―
」

騒
々
し
く
飛
び
交
う
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
ウ
ヤ
マ
の
叫
び
声
を
か
き
消
し
た
。
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エ
ミ
リ
ー
は
駆
け
出
し
な
が
ら
、
ウ
パ
ス
ノ
キ
や
ボ
ル
ネ
オ
テ
ツ
ボ
ク
、
ラ
ン
バ
イ
の
木
々
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
す
り
抜
け
、

背
骨
の
よ
う
な
小
道
や
背
の
低
い
灌
木
を
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
通
り
抜
け
、
何
度
も
何
度
も
水
た
ま
り
や
窪
地
に
足
を
す
く
わ

れ
な
が
ら
も
、
無
数
の
フ
ジ
の
蔓
や
シ
ダ
の
葉
に
引
っ
か
か
れ
て
も
、
そ
れ
で
も
走
り
続
け
た
。

ウ
ヤ
マ
の
叫
び
声
は
と
っ
く
に
消
え
、
た
く
さ
ん
の
鳥
が
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
さ
え
ず
り
と
周
波
で
エ
ミ
リ
ー
に
向
か
っ
て
呼

び
か
け
て
い
た
。

chir-rup, chir-rup, chir-rup
chitter-chitter-chitter
kok-kok-oo
tay-tay-tay-tay-tay
chee-e-e-e-e-e-e-e
pi-li-li-li-li-li-li-li
ho-ho-ho-ho-ho-ho

（
（1
（

熱
帯
雨
林
で
は
動
植
物
や
自
然
の
響
き
が
幾
重
に
も
入
り
交
じ
る
が
、『
野
猪
渡
河
』
で
は
密
林
の
な
か
の
空
気
を
聴
覚
的
に
響

か
せ
、
現
代
社
会
の
日
常
か
ら
離
れ
た
異
質
な
空
間
と
し
て
立
体
化
さ
せ
て
い
く
。
同
時
に
音
以
外
に
も
視
覚
的
、
嗅
覚
的
、
味
覚

的
、
触
覚
的
に
五
感
を
使
っ
た
叙
述
で
も
っ
て
密
林
の
情
景
を
濃
く
深
く
描
い
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
の
『
群
象
』
や
『
猴
杯
』
な
ど

で
も
五
感
に
訴
え
か
け
る
表
現
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、『
野
猪
渡
河
』
の
密
林
描
写
も
そ
の
作
風
を
十
分
に
継
承
し
て
い
く
の
で

あ
っ
た

（
（1
（

。
そ
う
し
た
な
か
で
目
立
つ
の
は
、
美
学
的
な
描
写
に
ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨
林
が
抱
え
る
歴
史
的
展
開
さ
え
内
包
さ
せ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
展
開
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
旺
盛
だ
っ
た
。
物
語
の
主
軸
は
第
二
次
世
界
大

九

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



戦
末
で
は
あ
る
が
、
描
き
出
さ
れ
る
年
月
の
な
か
で
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
（
一
八
〇
三

－

六
八
）
以
来
白
人
三
代
に
わ
た
る

サ
ラ
ワ
ク
統
治
の
歴
史
も
露
わ
に
な
っ
て
い
く
。
サ
ラ
ワ
ク
で
は
一
八
四
一
年
に
ブ
ル
ッ
ク
が
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
よ
り
ラ
ジ
ャ

（
藩
王
）
を
封
じ
て
君
臨
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
百
年
の
サ
ラ
ワ
ク
統
治
史
に
触
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
並
行
し
て
広
が
っ

た
華
人
の
移
民
史
を
描
く
こ
と
に
も
結
び
つ
い
て
い
た
。
十
九
世
紀
に
ブ
ル
ッ
ク
の
も
と
で
金
鉱
を
掘
り
始
め
た
華
人
た
ち
は
、
や

が
て
ス
ル
タ
ン
に
よ
る
許
可
を
得
て
開
墾
領
域
を
広
げ
、
二
〇
世
紀
初
め
に
は
ボ
ル
ネ
オ
島
沖
で
の
英
蘭
企
業
に
よ
る
油
田
開
発
に

も
足
を
踏
み
入
れ
て
い
っ
た

（
（2
（

。『
野
猪
渡
河
』
で
も
そ
う
し
た
華
人
の
移
動
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
九
一
一
年
に
猪
芭
村
で
石
油
が
見
つ
か
っ
て
以
来
、
華
人
労
働
者
や
移
民
が
大
勢
流
入
し
、
材
木
店
が
多
数
建
て
ら
れ
、
イ

ノ
シ
シ
の
生
息
地
が
大
き
く
侵
食
さ
れ
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
大
群
は
不
安
に
駆
ら
れ
、
牛
の
よ
う
な
体
つ
き
の
ボ
ス
が
率
い
て
、

頻
繁
に
計
画
的
に
人
間
を
襲
う
よ
う
に
な
っ
た
。
半
年
の
う
ち
に
潰
さ
れ
た
農
地
は
無
数
に
の
ぼ
り
、
子
供
三
人
と
女
二
人
、

老
婆
一
人
の
命
を
奪
い
、
死
ん
だ
者
は
踏
み
付
け
ら
れ
て
潰
さ
れ
た
か
、
丸
飲
み
に
さ
れ
た
か
で
、
村
人
た
ち
は
狩
猟
隊
を
組

織
し
た
が
、
効
果
は
薄
く
、
朱
大
帝
、
鍾
老
怪
、
小
金
、
鱉
王
秦
な
ど
狩
り
の
名
手
が
猪
芭
村
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

（
（2
（

。

石
油
の
採
掘
が
始
ま
っ
て
以
降
、
猪
芭
村
に
は
華
人
が
集
ま
り
、
生
息
地
を
脅
か
さ
れ
た
一
万
頭
も
の
イ
ノ
シ
シ
は
村
人
た
ち
を

襲
撃
し
て
い
く
。
物
語
中
で
展
開
さ
れ
る
華
人
の
移
民
史
は
、
ブ
ル
ッ
ク
一
族
の
統
治
以
来
続
い
て
き
た
島
外
か
ら
の
人
間
に
よ
る

侵
略
の
記
憶
と
も
重
な
り
合
う
。
そ
う
し
た
外
部
か
ら
の
侵
入
と
い
う
連
続
性
の
な
か
で
大
き
く
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の

後
に
続
く
三
年
八
カ
月
に
渡
る
日
本
軍
の
侵
略
で
あ
っ
た
。
物
語
を
離
れ
て
歴
史
的
に
見
て
も
、
一
九
四
一
年
十
二
月
の
マ
レ
ー
進

攻
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
ボ
ル
ネ
オ
で
は
最
大
都
市
ク
チ
ン
に
日
本
陸
軍
が
上
陸
し
、
翌
月
ま
で
に
島
の
大
部
分
を
制
圧
し
て
い
っ
た
。

華
人
の
有
力
者
や
住
民
に
対
し
て
は
、
献
金
や
労
務
者
の
提
供
を
強
制
さ
せ
、
そ
れ
に
反
対
し
抵
抗
す
る
者
に
は
徹
底
し
た
粛
清
が
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加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
事
実
は
『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
の
な
か
で
も
背
景
に
敷
か
れ
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
続
く
軍
政
下
の

様
子
を
綴
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
日
本
軍
は
猪
芭
村
の
中
華
学
校
で
あ
る
猪
芭
中
華
中
学
に
南
方
派
遣
軍
総
司
令
部
を
置
き
、
地
元

住
民
に
対
し
て
惨
殺
を
繰
り
返
し
て
い
く
。
偵
察
機
が
高
脚
強
ら
少
年
た
ち
の
頭
や
手
足
を
爆
撃
で
吹
き
飛
ば
し
、「
日
本
兵
［
原

文
、
鬼
子
］
が
上
陸
し
て
か
ら
は
、
白
昼
か
ら
深
夜
ま
で
銃
声
や
砲
弾
の
音
、
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
ま
ば
ら
に
聞
こ
え
、
硝
煙

の
に
お
い
が
荒
野
の
腐
敗
臭
と
と
も
に
高
床
式
住
居
の
断
熱
層
に
立
ち
こ
め
長
い
あ
い
だ
消
え
な
か
っ
た

（
（2
（

」
と
日
本
軍
に
よ
る
殺
戮

の
音
や
に
お
い
を
描
き
出
し
て
い
く
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
張
貴
興
作
品
の
密
林
描
写
で
は
聴
覚
や
嗅
覚
に
訴
え
る
点
が
強
か
っ

た
が
、
そ
う
し
た
描
写
が
銃
声
の
音
や
硝
煙
の
に
お
い
な
ど
に
変
わ
る
こ
と
で
、
熱
帯
雨
林
と
い
う
異
質
な
空
間
が
日
本
の
占
領
下

に
落
ち
て
い
く
印
象
を
強
く
残
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

張
貴
興
は
『
野
猪
渡
河
』
で
、
自
身
の
作
風
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
で
あ
る
五
感
を
駆
使
し
た
サ
ラ
ワ
ク
の
密
林
描
写
を
大
き
く

広
げ
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
華
人
、
日
本
人
へ
と
繫
が
る
外
部
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
島
内
へ
の
人
間
の
侵
入
を
連
続
的
に
描
き
出
し
、

日
本
の
南
洋
侵
略
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
サ
ラ
ワ
ク
の
歴
史
を
現
実
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
く
作
者
の
視

点
が
現
れ
た
結
果
で
も
あ
ろ
う
。
田
思
は
張
貴
興
の
作
品
を
荒
唐
無
稽
で
未
開
の
野
蛮
さ
ば
か
り
が
目
立
つ
異
国
情
緒
な
作
風
と
批

評
し
た
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
『
闇
の
奥
』
さ
な
が
ら
、
原
始
的
な
密
林
の
野
獣
性
や
凶
暴
さ
を
物
語
中
で
晒
し
出
す
こ

と
に
よ
り
、
言
わ
ば
植
民
者
に
よ
る
島
外
か
ら
の
侵
略
に
象
徴
さ
れ
て
い
く
文
明
、
あ
る
い
は
現
代
社
会
が
持
つ
残
虐
さ
や
非
理
性

的
側
面
へ
の
批
判
と
し
て
も
反
転
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
が
サ
ラ
ワ
ク
の
置
か
れ
た
歴
史
的
位
置
づ
け
や
背

景
に
垣
間
見
え
る
歴
史
的
展
開
を
外
部
か
ら
映
し
出
す
こ
と
を
選
ん
だ
張
貴
興
の
視
点
で
あ
り
、
当
地
在
住
の
華
人
作
家
が
よ
り
写

実
的
で
よ
り
史
実
に
忠
実
な
描
き
方
で
も
っ
て
創
作
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
猪
芭
村
へ
の
日
本
軍
に
よ
る
侵
略
が
激
し
く
な
る
と
、
そ
の
陰
で
大
き
く
育
っ
て
い
く
の
が
抗
日
組
織
で
あ
っ
た
。
物
語

で
は
朱
大
帝
や
沈
痩
子
ら
に
よ
っ
て
日
中
戦
争
開
戦
後
に
組
織
さ
れ
て
い
た
「
籌
賑
祖
国
難
民
委
員
会
」
が
頻
繁
に
活
動
す
る
よ
う

一
一

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



に
な
り
、
大
人
た
ち
の
あ
い
だ
に
学
生
や
生
徒
も
加
わ
り
な
が
ら
中
華
民
国
の
国
旗
や
孫
文
の
肖
像
を
販
売
し
、
舞
台
で
は
「
封
神

演
義
」
や
「
西
遊
記
」
を
演
劇
し
て
醵
金
を
募
り
抗
日
を
唱
え
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
物
語
中
で
村
人
た
ち
が
支
持
す
る
難
民
委
員

会
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
が
あ
る
よ
う
だ
。
山
本
真
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
サ
ラ
ワ
ク
で
実
在
し
た
「
籌
賑
祖
国
難
民
運
動
」
は
、
中
国

の
戦
争
難
民
を
支
援
す
る
た
め
に
義
捐
金
を
募
り
、
人
々
の
愛
国
心
や
民
族
意
識
を
高
揚
さ
せ
喚
起
さ
せ
る
抵
抗
運
動
で
あ
っ
た
と

い
う

（
（2
（

。
盧
溝
橋
事
件
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
中
国
国
内
で
数
多
く
出
現
し
た
戦
争
難
民
を
救
済
す
る
た
め
の
義
捐
金
活
動
が
起
こ

り
、
日
本
製
品
の
不
買
運
動
、
抗
日
宣
伝
も
大
き
く
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
最
大
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
洋
華
僑

籌
賑
祖
国
難
民
総
会
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
華
僑
・
華
人
と
も
連
携
し
、
サ
ラ
ワ
ク
で
は
特
に
富
裕
層
や
知
識
人
が
熱
心
に

活
動
し
義
捐
金
を
中
国
の
故
郷
に
送
金
し
て
い
た
。
張
貴
興
自
身
は
『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
に
つ
い
て
、
描
い
た
の
は
小
説
で
あ
り

そ
の
内
容
は
歴
史
的
な
も
の
で
は
な
い
と
言
う
が

（
（2
（

、
し
か
し
物
語
の
基
底
で
は
確
か
に
こ
う
し
た
戦
争
の
傷
跡
を
彷
彿
さ
せ
る
抗
日

戦
争
の
一
端
に
関
す
る
事
実
を
巧
み
に
用
い
て
、
サ
ラ
ワ
ク
の
歴
史
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
物
語
で
は
、
そ
の
よ
う
な
猪
芭
村
の
住
民
に
よ
る
抗
日
運
動
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
「
憲
兵
隊
と
自
転
車
部
隊
が
猪
芭
村

を
あ
ち
こ
ち
と
行
き
来
し
、
疑
わ
し
き
人
物
を
探
し
出
し
て
網
の
目
か
ら
逃
れ
た
敵
を
追
い
か
け
て
は
捕
ま
え
て
い
っ
た

（
（2
（

」
が
、
日

本
軍
の
蛮
行
も
敗
戦
が
決
定
的
に
な
る
に
連
れ
て
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
猪
芭
村
の
人
々
を
追
い
詰
め
て
鎌
倉

時
代
か
ら
伝
わ
る
と
い
う
日
本
の
妖
刀
で
住
民
の
首
を
切
り
落
と
し
て
き
た
憲
兵
隊
の
山
崎
顕
吉
は
、
終
戦
後
に
二
千
名
の
日
本
兵

と
と
も
に
サ
ラ
ワ
ク
の
奥
地
へ
と
逃
げ
込
む
が
、
猪
芭
村
の
華
人
が
ダ
ヤ
ク
人
と
連
携
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
に
潜
む
敗
残
兵
の

首
を
切
り
落
と
し
、
日
本
軍
を
殲
滅
す
る
の
で
あ
っ
た
。

朱
大
帝
ら
が
銃
を
構
え
て
撃
っ
た
時
、
日
本
兵
［
原
文
、
鬼
子
］
は
さ
ん
ざ
ん
に
叫
び
出
し
、
軍
刀
や
短
刀
、
歩
兵
銃
を
振
り

回
し
て
、
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
き
た
。
彼
ら
が
銃
を
ぶ
っ
放
し
て
日
本
兵
数
人
を
撃
ち
倒
し
た
後
、
手
に
帕
朗
刀
（
先
住
民
の
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蕃
刀
）
を
握
っ
た
ダ
ヤ
ク
人
三
十
数
人
が
横
か
ら
飛
び
出
す
と
、
興
奮
し
た
雄
叫
び
が
日
本
兵
の
驚
き
声
を
か
き
消
し
て
し
ま

っ
た
。
帕
朗
刀
を
振
り
下
ろ
せ
ば
、
瓜
を
割
っ
た
り
野
菜
を
切
る
よ
う
に
相
手
を
切
り
倒
し
、
頭
が
割
れ
て
、
五
本
指
で
押
さ

え
て
い
る
日
本
兵
は
ま
る
で
魚
の
エ
ラ
の
よ
う
。
頭
を
あ
げ
て
う
め
き
な
が
ら
、
こ
の
世
の
美
し
さ
を
歌
っ
て
い
た

（
（2
（

。

こ
こ
で
対
比
的
に
登
場
す
る
山
崎
の
日
本
刀
と
先
住
民
の
蕃
刀
が
、
ダ
ヤ
ク
人
に
よ
る
宗
教
的
首
狩
り
と
日
本
兵
に
よ
る
猪
芭
村

の
人
々
に
対
す
る
斬
首
の
光
景
と
重
な
り
、
異
な
る
文
化
背
景
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
権
力
関
係
が
絡
み
合
い
な
が
ら
物
語
は
進
み
、

抑
圧
と
抵
抗
の
関
係
ま
で
も
逆
転
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
物
語
展
開
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、『
野
猪
渡
河
』
で
は
戦
時
中

か
ら
終
戦
間
際
に
焦
点
が
定
ま
り
、
侵
略
／
抵
抗
、
野
蛮
／
文
明
、
未
開
／
先
進
と
い
っ
た
視
点
が
何
度
も
反
転
し
て
い
く
。
猪
芭

村
の
村
人
た
ち
に
よ
る
行
動
が
集
団
と
し
て
の
物
語
と
し
て
成
立
し
て
い
る
点
は
、
従
来
の
張
貴
興
作
品
が
個
々
の
家
族
の
物
語
で

あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
た
際
に
は
軽
視
で
き
ず
、『
野
猪
渡
河
』
で
は
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
華
人
の
歴
史
を
め
ぐ
る
語
り
が
さ
ら
に

拡
充
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
章
　
取
り
払
わ
れ
る
国
家
や
民
族
の
枠
組
み

こ
う
し
た
物
語
展
開
と
そ
の
描
出
が
話
題
を
呼
び
、『
野
猪
渡
河
』
は
台
湾
で
二
〇
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、
中
国
で
も

二
〇
二
一
年
に
簡
体
字
版
が
刊
行
さ
れ
て
注
目
を
集
め
、
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
を
主
人
公
に
し
た
「
抗
戦
文
学
」
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
る
に
至
っ
た

（
（2
（

。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
南
洋
の
密
林
を
背
景
に
市
井
の
人
に
よ
る
敵
軍
へ
の
抵
抗
が
強
く
描
か
れ
る
と
い
う
展

開
か
ら
は
、
抗
日
戦
争
を
描
き
出
す
文
学
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
反
響
が
出
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
方
で
は
確
か

に
『
野
猪
渡
河
』
は
サ
ラ
ワ
ク
の
華
人
に
よ
る
日
本
の
南
洋
侵
略
へ
の
抵
抗
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
の
だ
が
、
物
語
で
は
登
場
人
物

一
三

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



を
民
族
や
国
家
と
い
っ
た
視
点
で
位
置
づ
け
て
一
面
的
に
強
調
し
て
い
く
ば
か
り
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
野
猪
渡
河
』
の
物
語

で
は
、
猪
芭
村
の
人
々
を
日
本
刀
で
も
っ
て
惨
殺
し
て
い
く
憲
兵
隊
の
山
崎
顕
吉
や
参
謀
長
の
吉
野
真
木
な
ど
日
本
兵
の
ほ
か
に
も
、

そ
う
し
た
軍
人
の
姿
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
日
本
人
も
登
場
し
、
作
品
の
根
幹
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た

と
え
ば
次
の
よ
う
な
展
開
で
も
見
ら
れ
る
。
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
張
貴
興
は
熱
帯
雨
林
の
内
部
を
聴
覚
だ
け
で
な
く
視
覚
や
嗅

覚
な
ど
も
駆
使
し
な
が
ら
、
異
質
な
空
間
と
し
て
立
体
的
に
描
き
出
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
猪
芭
村
の
娼
婦
を
南
洋
の
河

に
潜
る
鰐
へ
と
視
覚
的
に
な
ぞ
ら
え
て
い
く
場
面
が
あ
る
。

紅
臉
関
は
亜
鳳
を
自
転
車
に
載
せ
て
猪
芭
村
を
こ
ぎ
ま
わ
っ
た
。
猪
芭
河
の
ほ
と
り
に
あ
る
赤
線
地
帯
の
日
本
人
妓
楼
の
前
を

通
り
か
か
る
と
、
女
た
ち
は
肩
を
近
づ
け
な
が
ら
背
も
た
れ
の
な
い
低
い
椅
子
に
腰
か
け
、
籐
椅
子
の
う
え
で
じ
っ
と
動
か
ず
、

目
を
細
め
た
り
口
を
尖
ら
せ
て
い
た
。
ま
る
で
日
光
浴
を
し
て
い
る
鰐
の
よ
う
に
、
男
が
近
づ
く
と
、
集
団
で
ぞ
ろ
ぞ
ろ
動
き

出
し
、
ど
の
女
も
男
を
咥
え
て
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
…
…
小
鰐
、
少
鰐
は
増
え
た
り
減
っ
た
り

し
て
、
多
い
と
き
に
は
三
十
匹
あ
ま
り
、
体
形
は
似
て
い
て
、
眉
を
ひ
そ
め
て
微
笑
み
、
気
立
て
は
瓜
二
つ
。
和
服
を
着
て
濃

い
化
粧
を
色
っ
ぽ
く
塗
り
た
く
っ
た
後
は
見
分
け
が
つ
か
ず
、
裸
に
な
っ
た
後
は
高
梨
（
猪
芭
村
の
大
工
の
名
前
）
が
か
ん
な

か
け
し
た
腰
掛
け
の
よ
う
で
、
傷
も
な
け
れ
ば
、
へ
こ
み
も
な
か
っ
た

（
（2
（

。

猪
芭
村
の
男
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
鰐
を
見
分
け
る
方
法
を
真
似
て
、
三
十
数
名
の
日
本
人
娼
婦
を
年
齢
や
体
の
大
き
さ
か
ら
区

別
し
、
乳
鰐
（
孵
化
し
た
て
の
鰐
）、
小
鰐
（
幼
齢
期
の
鰐
）、
少
鰐
（
亜
成
体
の
鰐
）、
大
鰐
（
成
体
の
鰐
）、
巨
鰐
（
目
だ
け
の
ぞ

か
せ
て
い
る
鰐
）
な
ど
と
名
付
け
て
い
く
。『
野
猪
渡
河
』
で
は
南
洋
特
有
の
動
植
物
を
盛
ん
に
描
き
出
す
こ
と
で
熱
帯
の
空
間
や

様
子
を
深
く
表
現
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
人
間
を
鰐
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い
て
い
く
。
鰐
に
見
せ
か
け
る
こ
と
で
人
間
の
獰
猛
な
姿
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を
露
わ
に
し
な
が
ら
、
熱
帯
雨
林
の
な
か
で
生
き
る
人
間
の
野
獣
と
の
近
似
性
を
表
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、
張
貴
興
の
筆

致
で
表
現
さ
れ
る
娼
婦
た
ち
は
い
ず
れ
も
淡
い
悲
壮
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
巨
鰐
は
猪
芭
村
の
小
金
と
い
う
男
と
親
密
に

交
際
す
る
が
、
そ
こ
で
は
「
巨
鰐
の
顔
に
熱
い
涙
が
二
筋
流
れ
る
の
を
見
る
と
、
小
金
は
赤
ん
坊
の
よ
う
に
乳
を
吸
い
上
げ
、
二
筋

の
涙
を
乾
か
し
て
あ
げ
た
。
巨
鰐
は
突
然
小
金
の
胸
も
と
に
顔
を
伏
せ
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
涙
を
小
金
の
胸
毛
に
落
と
し
て
、
小
金

の
股
間
を
濡
ら
し
た

（
（2
（

」
と
悲
し
げ
な
姿
を
隠
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
南
洋
の
鰐
と
し
て
猪
芭
村
の
男
た
ち
の
目
に
映
る
、
日
本
人
妓
楼
に
現
れ
る
女
性
の
姿
は
、
幕
末
か
ら
大
正
中
期
ま

で
の
あ
い
だ
に
日
本
か
ら
海
外
へ
と
渡
っ
た

―
そ
の
な
か
で
も
特
に
明
治
期
に
お
い
て
九
州
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
渡
っ
て

い
っ
た

―
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
俗
に
言
う
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
は
、
も
と
も
と
は

幕
末
の
開
国
後
に
日
本
か
ら
シ
ベ
リ
ア
、
中
国
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
方
面
へ
と
海
を
渡
っ
た
海
外
売
春
婦
を

指
す
言
葉
で
あ
っ
た

（
（3
（

。
九
州
西
部
の
天
草
諸
島
や
島
原
半
島
で
の
方
言
で
あ
り
、
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
と
い
う
意
味
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
は
日
清
戦
争
後
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
連
れ
て
行
か
れ
て
売
春
を
強
制
さ
れ
た
女
性
数
が
急
増
し
た
た
め
、
現

在
で
は
特
に
そ
の
時
代
に
東
南
ア
ジ
ア
で
悲
惨
な
娼
婦
生
活
を
強
制
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
環
境
に
身
を
置
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
日
本
人
女
性
を
指
し
て
そ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
が
多
い

（
（3
（

。
吉
見
義
明
に
よ
れ
ば
、
か
ら
ゆ
き
さ
ん
の
渡
航
先
は
上
海
、
香

港
、
マ
ニ
ラ
、
マ
ラ
ヤ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
娼
街
が
多
く
存
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
領
を
次
第
に
南
下
し
、
一
時
期
は
北
ボ
ル
ネ
オ
の

サ
ン
ダ
カ
ン
に
も
渡
っ
て
い
た
と
い
う

（
（3
（

。
そ
う
し
た
日
本
人
女
性
の
姿
に
は
、
幕
末
以
降
の
近
代
日
本
が
掲
げ
た
膨
張
主
義
や
そ
れ

が
具
体
的
に
現
れ
る
侵
略
政
策
の
影
響
を
受
け
た
、
痛
ま
し
い
犠
牲
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ

た
の
で
あ
る

（
（3
（

。

こ
こ
で
『
野
猪
渡
河
』
の
内
容
に
戻
る
と
、
物
語
で
も
そ
う
し
た
国
家
の
枠
組
み
に
振
り
回
さ
れ
た
人
間
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い

く
の
が
目
に
と
ま
る
。
日
本
人
妓
楼
に
集
う
女
性
の
物
寂
し
い
姿
に
は
、
物
語
の
な
か
で
山
崎
顕
吉
や
吉
野
真
木
ら
が
体
現
す
る
よ

一
五
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史
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う
な
外
へ
向
か
っ
て
膨
張
し
て
い
く
軍
国
主
義
的
な
日
本
と
い
う
象
徴
性
は
重
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
は
正
反
対
に
、
日
本
人
で
あ
り

な
が
ら
も
犠
牲
者
と
し
て
の
姿
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
、
脆
弱
な
人
間
の
像
を
呈
示
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
興
味
深
い
の

は
、『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
中
で
は
、
そ
う
し
た
表
象
が
戦
時
中
に
性
的
に
虐
げ
ら
れ
て
い
く
女
性
の
姿
と
し
て
も
連
続
的
に
接
続

し
、
展
開
し
て
い
く
点
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
描
写
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
小
金
が
単
独
で
猪
芭
村
に
駐
屯
す

る
日
本
兵
の
動
向
を
偵
察
し
た
際
、
川
岸
で
水
浴
び
を
す
る
女
性
の
な
か
に
、
か
つ
て
思
い
を
寄
せ
た
巨
鰐
の
姿
を
探
そ
う
と
す
る

場
面
で
あ
る
。

あ
の
日
の
昼
、
小
金
は
猟
銃
や
帕
朗
刀
（
先
住
民
の
蕃
刀
）
を
肩
で
担
ぎ
、
朱
大
帝
を
ご
ま
か
し
て
高
床
式
住
居
を
離
れ
、
厳

戒
態
勢
の
猪
芭
村
に
潜
り
込
ん
だ
。
彼
は
打
ち
捨
て
ら
れ
た
風
雨
よ
け
の
小
屋
掛
け
で
一
晩
過
ご
し
、
夜
が
明
け
る
頃
に
猪
芭

河
の
川
岸
に
隠
れ
た
。
三
日
後
、
葉
が
青
々
と
茂
る
フ
タ
バ
ガ
キ
の
樹
木
の
幹
に
登
っ
て
い
る
と
、
六
十
数
人
の
女
が
完
全
武

装
の
日
本
兵
に
よ
る
監
視
の
も
と
で
猪
芭
河
の
川
岸
に
い
た
。
ぼ
ん
や
り
し
な
が
ら
深
く
考
え
事
を
し
て
い
る
の
も
い
れ
ば
、

花
を
つ
ん
だ
り
草
を
引
っ
張
っ
た
り
し
て
い
る
の
も
い
た
。
裸
で
水
浴
び
し
て
い
る
の
も
い
れ
ば
、
ふ
ざ
け
あ
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
る
の
も
い
た
。
西
南
か
ら
の
風
が
鋭
い
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
猪
芭
河
を
ひ
と
掻
き
す
る
と
、
家
畜
を
つ
ぶ
す
よ
う
な
生

臭
い
に
お
い
が
し
た
。
…
…
向
か
い
の
川
岸
に
は
十
数
人
の
日
本
兵
が
歩
哨
に
立
ち
、
真
っ
赤
に
丸
い
日
本
国
旗
が
威
勢
よ
く

舞
い
上
が
り
、
旗
の
縁
か
ら
飛
び
出
て
い
る
紅
色
の
絹
糸
か
ら
は
遊
女
の
色
っ
ぽ
さ
が
出
て
い
た
。
六
十
数
人
の
女
は
、
顔
面

蒼
白
で
、
唇
は
血
の
気
の
な
い
二
匹
の
ヤ
マ
ビ
ル
の
よ
う
だ
。
元
気
が
あ
る
の
か
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
か
見
分
け
が
つ
か
ず
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
し
た
顔
つ
き
な
の
か
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
な
の
か
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
小
刻
み
に
足
を
運
び
な
が
ら
、

寒
々
と
し
た
大
空
と
ち
っ
ぽ
け
な
猪
芭
河
を
空
虚
に
見
つ
め
、
ま
る
で
胸
の
な
か
は
心
配
事
だ
ら
け
の
雌
鶏
の
よ
う
だ
っ
た

（
（3
（

。
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密
林
の
な
か
で
水
浴
び
を
す
る
六
十
数
名
の
女
性
た
ち
は
「
顔
面
蒼
白
で
、
唇
は
血
の
気
の
な
い
二
匹
の
ヤ
マ
ビ
ル
の
よ
う
」
で
、

そ
の
姿
は
生
気
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
こ
こ
で
現
れ
る
の
は
昼
夜
な
く
日
本
兵
に
監
視
さ
れ
虐
げ
ら
れ
て
い
く
慰
安
婦
の
姿
で
あ
ろ
う
。

日
本
軍
侵
攻
前
の
猪
芭
村
で
も
娼
婦
の
姿
が
出
て
き
て
い
た
が
、「
体
が
大
き
く
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
白
人
も
ジ

ー
プ
や
オ
フ
ロ
ー
ド
車
を
娼
館
の
外
に
停
め
て
、
ほ
ろ
酔
い
加
減
で
『
ゴ
ッ
ド
・
セ
イ
ヴ
・
ザ
・
ク
ィ
ー
ン
』
と
歌
い
、
女
に
は
自

分
た
ち
を
咥
え
さ
せ
、
鰐
魚
河
（
妓
楼
の
こ
と
）
で
楽
し
く
転
げ
回
ら
せ
た

（
（3
（

」
様
子
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
強
い
対
比
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。『
野
猪
渡
河
』
の
物
語
中
で
は
、
女
た
ち
の
異
国
で
の
娼
婦
生
活
は
悲
し
く
如
何
と
も
し
が
た
い
無
力
さ
を
感
じ
さ
せ

る
が
、
そ
れ
で
も
乳
鰐
、
小
鰐
、
少
鰐
、
大
鰐
、
巨
鰐
と
男
に
よ
っ
て
個
人
が
認
知
さ
れ
て
い
く
姿
は
悲
喜
交
々
で
あ
る
。
し
か
し
、

慰
安
婦
の
女
性
た
ち
は
娼
婦
と
同
じ
よ
う
に
猪
芭
河
の
ほ
と
り
に
座
り
込
む
が
、
日
本
国
旗
が
舞
う
も
と
で
「
六
十
数
人
の
色
白
な

女
た
ち
が
川
岸
で
群
が
る
の
は
、
ま
る
で
蛆
の
大
群
が
腐
っ
た
肉
に
わ
く
か
の
よ
う
で
、
背
丈
や
肉
付
き
は
同
じ
く
、
容
貌
も
は
っ

き
り
せ
ず
、
小
金
の
視
力
が
ど
ん
な
に
良
く
て
も
、『
巨
鰐
』
の
姿
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
だ
っ
た

（
（3
（

」
と
、
そ
こ
で
は
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
も
か
な
わ
な
い
の
で
あ
る
。

張
貴
興
は
小
金
の
視
線
を
借
り
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
女
性
の
姿
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
南
洋
の
熱
帯
雨
林
に
生
息
す
る
野
生
動

物
を
比
喩
的
に
使
い
、
人
間
の
姿
や
苦
し
み
を
映
し
出
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
様
子
か
ら
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
民

族
意
識
な
ど
登
場
人
物
を
包
み
込
む
ほ
ど
の
力
強
く
大
き
な
枠
組
み
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
物
語
で
も
「
女
の
国
籍
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
日
本
人
も
い
れ
ば
台
湾
人
、
韓
国
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
地
元
の
人
間
も
い
て
、
地
元
の
人
の
な
か
で
は
華
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
、
マ
レ
ー
人
、
先
住
民
が
い
て
、
言
語
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
を
歌
っ
て
い
た

（
（3
（

」
と
展
開
し
て
い
く
。
日
本
軍
に
連
行

さ
れ
た
女
性
た
ち
の
国
籍
や
民
族
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
彼
女
た
ち
が
感
じ
た
個
々
の
悲
し
み
や
苦
し
み
は
際
限
な
く
広
が
っ
て
い
く
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
密
林
の
な
か
で
日
本
兵
に
脅
さ
れ
て
暴
行
さ
れ
、
慰
安
婦
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
華
人
の
何
芸
の
身
の
う

え
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
何
芸
は
慰
安
所
の
日
本
人
女
性
が
譲
っ
て
く
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
と
顔
料
を
使
い
、
自
身
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

一
七

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



ス
で
あ
っ
た
豚
肝
の
よ
う
な
色
を
し
た
顔
あ
ざ
を
隠
し
て
、
つ
か
の
間
の
安
ら
ぎ
を
見
い
出
す
が
、
結
局
二
人
は
お
互
い
に
言
葉
が

通
じ
な
い
た
め
に
連
帯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
物
語
で
は
そ
う
し
た
女
性
た
ち
の
姿
を
書
き
残
し
な
が
ら
、
か
ら

ゆ
き
さ
ん
と
慰
安
婦
と
い
う
歴
史
を
対
照
さ
せ
、
戦
争
や
歴
史
の
足
跡
を
国
家
や
民
族
と
い
っ
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
枠
組
み
や
切
り

口
で
も
っ
て
見
つ
め
て
い
く
こ
と
の
無
益
さ
も
呈
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
張
貴
興
の
長
編
小
説
『
野
猪
渡
河
』
に
お
い
て
、
そ
の
代
表
的
作
風
と
も
言
え
る
密
林
描
写
の
な
か
で
サ
ラ
ワ
ク
華
人

の
移
民
史
や
女
性
の
形
象
を
通
し
て
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
描
き
出
さ
れ
る
物
語
で
は
何
を
呈
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
張
貴
興
は
中
国
・
日
本
・
南
洋
の
神
話
や
伝
説
を
符
号
の
よ
う
に
散
り
ば
め
な
が
ら
、
人
間
の
五
感

に
訴
え
る
表
現
を
比
喩
的
に
も
盛
ん
に
使
い
、
南
洋
の
熱
帯
雨
林
を
描
き
出
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
描
写
は
時
と
し
て
サ
ラ
ワ
ク
在

住
の
作
家
た
ち
か
ら
は
現
実
か
ら
の
乖
離
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
特
定
の
形
で
形
式
化
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
ボ
ル
ネ
オ
の
現
実
を
異
な
る
角
度
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
そ
こ
で
表
現
さ
れ
る
の
は
多
文
化
で
構
成
さ
れ
る
多
元
な
側
面
が
ひ
と
つ
に
平
和
共
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
は
『
野
猪
渡
河
』
の
結
末
に
お
い
て
も
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。
物
語
で
は
猪
芭
村
で
鄒
神
父
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
き
た
エ

ミ
リ
ー
の
素
性
が
判
明
し
、
日
本
軍
と
の
あ
い
だ
で
行
わ
れ
て
い
た
密
偵
の
謎
が
解
か
れ
る
。
猪
芭
村
の
人
々
は
エ
ミ
リ
ー
を
華
人

の
孤
児
と
見
な
し
て
い
た
が
、
彼
女
こ
そ
が
籌
賑
祖
国
難
民
委
員
会
の
協
力
者
名
簿
を
日
本
軍
に
密
か
に
提
供
し
て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
。
エ
ミ
リ
ー
に
と
っ
て
実
の
両
親
は
小
林
二
郎
と
花
畑
奈
美
と
い
う
サ
ラ
ワ
ク
に
長
く
在
住
し
た
日
本
人
二
人
で
あ
り
、
や
が

て
戦
争
が
終
結
し
猪
芭
村
に
住
民
が
戻
っ
て
く
る
な
か
で
、
彼
女
は
か
つ
て
小
林
を
殺
害
し
た
朱
大
帝
の
首
を
切
り
落
と
す
の
で
あ

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
二
十
四
巻
　
第
二
号

一
八



っ
た
。『
野
猪
渡
河
』
で
は
国
家
や
民
族
と
い
っ
た
枠
組
み
を
転
覆
さ
せ
、
多
元
な
文
化
が
共
存
す
る
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
が
相
対
し
な

が
ら
も
決
し
て
混
じ
り
合
う
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
て
描
き
出
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
サ
ラ
ワ
ク
の
華
人
が
経
験
し
た
歴
史
を
う
ま

く
引
用
し
な
が
ら
、
侵
略
／
反
抗
、
進
歩
／
退
廃
、
野
蛮
／
文
明
、
邪
悪
／
正
義
の
境
界
線
を
行
き
来
し
つ
つ
、
よ
り
現
実
に
近
づ

い
た
異
質
な
空
間
を
展
開
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　注（
１
）　

近
年
の
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
著
作
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
李
育
霖
編
『
華
語
語
系
十
講
』（
新
北
市
・
聯
経
、
二
〇
二
〇
年
）、
史

書
美
『
反
離
散

―
華
語
語
系
研
究
論
』（
台
北
市
・
聯
経
、
二
〇
一
七
年
）、
王
徳
威
・
高
嘉
謙
・
胡
金
倫
編
『
華
夷
風

―
華
語
語
系
文
学

読
本
』（
台
北
市
・
聯
経
、
二
〇
一
六
年
）、
王
徳
威
『
華
夷
風
起

―
華
語
語
系
文
学
三
論
』（
高
雄
市
・
国
立
中
山
大
学
文
学
院
、
二
〇
一
五

年
）、
張
錦
忠
『
馬
来
西
亜
華
語
語
系
文
学
』（
マ
レ
ー
シ
ア
・
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
、
有
人
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。
な
お
、
王
徳
威
に
よ

れ
ばSinophone

と
い
う
言
葉
は
一
九
九
〇
年
代
初
期
に
は
出
現
し
て
い
た
が
、Shih, Shu-m

ei. Visuality and Identity: Sinophone 
A

rticulations across the Pacific 

（Berkeley: U
niversity of California Press, 2007

）
の
出
版
に
よ
り
本
格
的
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
（
王
徳
威
「
導
言
」、
前
述
『
華
夷
風
』
を
参
照
し
た
）。
前
述
し
た
『
華
夷
風
』
の
巻
末
に
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
サ
イ
ノ
フ
ォ
ン
を

め
ぐ
る
英
語
圏
・
中
国
語
圏
で
の
著
作
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

張
錦
忠
「
離
境 

，或 

，重
写
馬
華
文
学
史

―
従
馬
華
文
学
到
新
興
馬
華
文
学
」、
張
錦
忠
『
馬
華
文
学
批
評
大
系 

張
錦
忠
』（
桃
園
市
・
元
智
大

学
中
国
語
文
学
系
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
建
国
以
来
中
国
系
住
民
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
が
広
が
り
、
こ
の
時
期
に
は
台
湾
政
府
に
よ
る
海
外
華
僑
政
策
の
強
化
も
重
な
っ

た
こ
と
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
僑
・
華
人
の
子
弟
た
ち
は
そ
の
多
く
が
台
湾
へ
と
留
学
し
た
。
そ
う
し
た
流
れ
は
マ
レ
ー
系
住
民
と
中
国
系
住
民
に
よ

る
民
族
間
衝
突
で
あ
っ
た
五
・
一
三
事
件
（
一
九
六
九
）
の
影
響
を
受
け
て
決
定
的
と
な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
の
本
国
で
の
教
育
環
境
に
つ
い

て
は
、
小
木
裕
文
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
社
会
と
教
育
変
容
』（
光
生
館
、
一
九
九
五
年
）、
お
よ
び
杉
村
美
紀
『
マ
レ
ー
シ
ア
の

教
育
政
策
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

―
国
民
統
合
の
な
か
の
華
人
学
校
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
４
）　

陳
大
為
『
最
年
軽
的
麒
麟

―
馬
華
文
学
在
台
湾
（
一
九
六
三

－

二
〇
一
二
）』（
台
南
市
・
国
立
台
湾
文
学
館
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
た
。

一
九

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



（
５
）　

張
貴
興
（
筆
名
に
は
紀
小
如
、
羽
裳
、
紀
文
如
な
ど
）
は
マ
レ
ー
シ
ア
独
立
前
の
イ
ギ
リ
ス
領
サ
ラ
ワ
ク
で
ル
ト
ン
近
郊
の
ミ
リ
に
生
ま
れ
た
。
広

東
省
龍
川
か
ら
の
移
民
で
あ
っ
た
祖
父
の
代
か
ら
数
え
る
と
華
人
三
世
に
当
た
る
。
十
四
歳
で
地
元
紙
『
美
里
日
報
』
に
最
初
の
小
説
を
発
表
し
て

以
降
、
台
湾
へ
の
留
学
の
た
め
に
十
九
歳
で
サ
ラ
ワ
ク
を
離
れ
る
ま
で
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
文
芸
誌
『
学
生
周
報
』
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
文
芸

誌
『
蕉
風
』、
台
湾
の
日
刊
紙
『
中
国
時
報
』
や
文
芸
誌
『
中
外
文
学
』
な
ど
に
作
品
を
発
表
し
た
。
国
立
台
湾
師
範
大
学
英
語
学
系
に
学
び
、
卒

業
後
は
中
華
民
国
籍
に
帰
化
。
台
湾
で
は
出
版
社
勤
務
を
経
て
、
高
校
の
英
語
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
か
た
わ
ら
創
作
を
続
け
、
二
〇
一
六
年
に

退
職
後
は
創
作
に
専
念
し
て
い
る
。
十
代
の
頃
か
ら
創
作
を
続
け
て
い
た
張
貴
興
で
あ
る
が
、
初
め
て
文
学
的
評
価
を
得
た
の
は
二
十
三
歳
の
時
に

発
表
し
た
短
編
小
説
「
伏
虎
」（
一
九
七
九
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
回
中
国
時
報
文
学
賞
（
短
編
小
説
優
等
奨
）
の
受
賞
作
で
あ
り
、
翌
年
に

は
同
作
を
表
題
に
掲
げ
た
最
初
の
作
品
集
『
伏
虎
』
も
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
。

（
６
）　

本
稿
で
は
次
の
版
本
を
底
本
に
用
い
、
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
す
べ
て
拙
訳
で
あ
る
。
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』（
新
北
市
・
聯
経
、
二
〇
一
八
年
）。
な

お
、
同
作
は
中
国
で
も
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』（
成
都
市
・
四
川
人
民
文
学
、
二
〇
二
一
年
）
と
し
て
簡
体
字
版
が
出
版
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

（
７
）　
『
野
猪
渡
河
』
の
時
代
背
景
に
近
い
一
九
三
九
年
時
点
の
人
口
統
計
で
は
、
サ
ラ
ワ
ク
の
全
人
口
（
四
九
万
五
八
五
人
）
の
う
ち
イ
バ
ン
族
と
呼
ば

れ
る
海
ダ
ヤ
ク
の
人
数
が
最
も
多
く
（
一
六
万
七
七
〇
〇
人
、
全
体
の
三
四
・
二
％
）、
次
に
華
人
（
一
二
万
三
六
二
六
人
、
同
二
五
・
二
％
）、
マ

レ
ー
人
（
九
万
二
七
〇
九
人
、
同
一
八
・
九
％
）
と
続
い
て
い
る
（
山
下
清
海
『
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
と
中
国
僑
郷
』
古
今
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、

六
五
頁
）。

（
８
）　

綾
部
恒
雄
、
石
井
米
雄
編
『
も
っ
と
知
り
た
い
マ
レ
ー
シ
ア　

第
二
版
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
九
十
九
頁
。

（
９
）　

日
本
で
は
一
般
的
に
華
人
あ
る
い
は
華
僑
と
い
う
語
彙
は
移
民
先
で
中
国
籍
を
保
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
使
い
分
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で

は
特
に
断
ら
な
い
限
り
華
人
の
語
彙
で
統
一
し
た
。

（
10
）　

山
下
清
海
、
前
掲
書
お
よ
び
山
本
真
「
日
中
戦
争
期
、
サ
ラ
ワ
ク
華
僑
の
救
国
献
金
運
動
と
祖
国
の
表
象
」、
関
根
謙
編
『
近
代
中
国 

そ
の
表
象
と

現
実
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）　

陳
大
為
「
婆
羅
洲
「
場
所
精
神
」
之
建
構
（
一
九
七
四

－

二
〇
〇
四
）」、
陳
大
為
『
馬
華
文
学
批
評
大
系 

陳
大
為
』（
桃
園
市
・
元
智
大
学
中
国
語

文
学
系
、
二
〇
一
九
年
）
二
二
四
頁
。

（
12
）　

陳
大
為
、
前
掲
論
文
、
お
よ
び
高
嘉
謙
「
漢
詩
「
下
南
洋
」

―
馬
華
漢
詩
的
風
土
与
疆
界
」、
高
嘉
謙
『
馬
華
文
学
批
評
大
系 

高
嘉
謙
』（
桃
園

市
・
元
智
大
学
中
国
語
文
学
系
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）　

鍾
怡
雯
「
従
理
論
到
実
践

―
論
馬
華
文
学
的
地
誌
書
写
」『
成
大
中
文
学
報
』（
第
二
十
九
期
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
六
頁
。

（
14
）　

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
比
較
し
て
や
や
異
色
な
の
は
、
李
永
平
が
国
立
台
湾
大
学
外
文
系
に
留
学
中
に
発
表
し
た
短
編
小
説
「
土
婦
的
血
」（
後

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
二
十
四
巻
　
第
二
号

二
〇



に
「
拉
子
婦
」
と
改
題
、
一
九
六
八
）
で
あ
り
、
こ
の
作
品
で
は
華
人
と
ダ
ヤ
ク
人
の
あ
い
だ
で
解
消
で
き
な
い
不
和
の
方
を
強
く
描
き
出
し
て
い

る
。

（
15
）　

石
川
登
『
境
界
の
社
会
史
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
三
七
頁
、
お
よ
び
松
村
智
雄
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
と
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン

華
人
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
三
六

－

三
八
頁
。

（
16
）　

田
思
『
沙
貝
的
迴
響
』（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
南
大
教
育
与
研
究
基
金
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
六
頁
。

（
17
）　

な
お
、
張
貴
興
自
身
に
よ
れ
ば
『
野
猪
渡
河
』
で
登
場
す
る
猪
芭
村
と
い
う
村
名
は
、
ル
ト
ン
近
郊
の
ク
ロ
コ
ッ
プ
（K

rokop 

漢
語
で
は
猪
芭
や

珠
巴
と
記
す
）
の
地
名
に
由
来
す
る
と
い
う
。
広
東
省
か
ら
の
移
民
で
あ
っ
た
張
貴
興
の
祖
父
が
サ
ラ
ワ
ク
で
生
活
を
始
め
た
場
所
で
も
あ
り
、
か

つ
て
は
養
豚
業
や
農
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
張
貴
興
『
猴
杯
（
出
版
二
〇
周
年
増
修
紀
年
版
）』（
新
北
市
・
聯
経
、
二
〇
一
九
年
）
五
頁
、

お
よ
び
詹
閔
旭
「
蟄
伏
十
六
年
的
侠
客
小
説
家

―
張
貴
興
談
《
野
猪
渡
河
》」『
自
由
時
報
』
二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
電
子
版
（https://art.

ltn.com
.tw

/article/paper/1234363　

二
〇
二
三
年
二
月
一
四
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
18
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
四
一
五
頁
。

（
19
）　

張
貴
興
作
品
に
お
け
る
五
感
を
使
っ
た
美
学
的
描
写
に
関
し
て
は
、
黄
麗
麗
「
論
張
貴
興
『
群
象
』
与
『
猴
杯
』
的
感
官
書
写
」『
華
文
文
学
』（
第

一
三
一
期
、
二
〇
一
五
年
）、
お
よ
び
松
浦
恆
雄
「
あ
と
が
き
」、
張
貴
興
（
松
浦
恆
雄
訳
）『
象
の
群
れ
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
し

た
。

（
20
）　

松
村
智
雄
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。
ボ
ル
ネ
オ
島
で
の
石
油
資
源
開
発
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
大
村
一
藏
「
南
洋
の
石
油
資
源
」『
燃
料
協
会
誌
』（
第

一
九
巻
第
三
号
、
一
九
四
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
21
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
六
五
頁
。

（
22
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
一
八
五
頁
。

（
23
）　

山
本
真
、
前
掲
論
文
を
参
照
し
た
。
な
お
、
山
本
に
よ
れ
ば
、
籌
賑
祖
国
難
民
運
動
は
広
大
な
サ
ラ
ワ
ク
全
地
域
を
繫
い
で
連
携
す
る
抵
抗
運
動
に

ま
で
は
発
展
せ
ず
、
運
動
へ
の
参
加
の
熱
意
も
華
僑
・
華
人
住
民
の
階
層
や
居
住
地
域
に
よ
り
異
な
っ
た
が
、
当
地
の
華
人
社
会
が
抗
日
運
動
へ
と

大
き
く
動
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
い
う
。

（
24
）　
「
張
貴
興
答
客
問

―
来
台
前
我
是
砂
拉
越
的
華
人 

，非
「
馬
来
西
亜
人
」」『T

he N
ew

s Lens 

関
鍵
評
論
』
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
（https://
w

w
w

.thenew
slens.com

/article/123026/page2　

二
〇
二
三
年
二
月
一
四
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
25
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
二
三
一
頁
。

（
26
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
三
三
八
頁
。

二
一

異
質
な
空
間
で
の
歴
史
の
引
用

―
張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』
を
中
心
に



（
27
）　

張
貴
興
『
野
猪
渡
河
』（
成
都
市
・
四
川
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）。
簡
体
字
版
を
も
と
に
し
た
中
国
で
の
書
評
に
は
、
た
と
え
ば
下
記

の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。
林
好
男
「《
野
猪
渡
河
》

―
南
洋
雨
林
中
的
另
類
抗
戦
史
」『
光
明
網　

文
芸
評
論
頻
道
』
二
〇
二
一
年
八
月
二
八
日

（https://w
enyi.gm

w
.cn/2021-08/28/content_35115673.htm

　

二
〇
二
三
年
二
月
一
四
日
ア
ク
セ
ス
）、「N

EW
 BO

O
K

・
新
書
推
薦
」『
中

国
商
界
』（
二
〇
二
一
年
四
月
号
）
一
二
二
頁
。
こ
の
ほ
か
、
中
国
で
発
表
さ
れ
た
近
年
の
学
術
論
文
で
は
、
彭
貴
昌
「
雨
林
抗
日
伝
奇
中
的
主

体
性
建
構

―
論
張
貴
興
長
篇
小
説
《
野
猪
渡
河
》」『
華
文
文
学
』（
第
一
六
二
期
、
二
〇
二
二
年
）、
黄
育
聡
「
華
人
抗
日
史
書
写
与
「
雨
林
美

学
」
新
変

―
論
張
貴
興
長
篇
小
説
《
野
猪
渡
河
》」『
華
文
文
学
』（
第
一
六
二
期
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
が
あ
り
、
書
評
で
あ
れ
学
術
論
文
で
あ

れ
、
い
ず
れ
も
南
洋
の
熱
帯
雨
林
を
舞
台
に
し
た
抗
日
文
学
の
視
点
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
林
好
男
に
よ
る
書
評
は
中
国
作
家
協
会

が
主
管
す
る
『
中
国
作
家
網
』
で
も
転
載
さ
れ
、
掲
載
ペ
ー
ジ
に
は
「
抗
戦
史
」「
南
洋
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
林
好
男
「《
野
猪

渡
河
》

―
南
洋
雨
林
中
的
另
類
抗
戦
史
」『
中
国
作
家
網
』
二
〇
二
一
年
八
月
二
八
日 http://w

w
w

.chinaw
riter.com

.cn/n1/2021/0828/
c404030-32211141.htm

l 
二
〇
二
三
年
二
月
一
四
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
28
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
三
五

－

三
六
頁
。

（
29
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
三
七
頁
。

（
30
）　

山
崎
朋
子
『
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
八
年
）
九
頁
。

（
31
）　

吉
見
義
明
『
買
春
す
る
帝
国
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
六
一
頁
、
お
よ
び
矢
野
暢
『「
南
進
」
の
系
譜
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）

二
六
九

－

二
七
一
頁
。

（
32
）　

吉
見
義
明
、
同
右
書
を
参
照
し
た
。

（
33
）　

嶽
本
新
奈
『
か
ら
ゆ
き
さ
ん
』（
共
栄
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
34
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
二
七
〇

－

二
七
一
頁
。

（
35
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
三
六
頁
。

（
36
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
二
七
一
頁
。

（
37
）　

張
貴
興
、
前
掲
『
野
猪
渡
河
』、
二
二
三
頁
。
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